
2023（令和5）年7月号HYOGO4 神戸が日本のパーマ発祥とのこと、びっくりしました。（神戸市・松田さん）読者の声

●県港湾課 　078-362-3536 　078-362-4280

Q.地域ではどのような活動を。
市内の女性酪農家が集う「ミルクク
ラブ」で長年要職を務めてきまし
た。年数回、先進的な取り組みをし
ている牧場を見学したり、簿記を学
んだりしています。先日は香川県に
ある牧場直営の乳製品の店を訪ね、
6次産業化について学びました。
Q.牛乳をおいしく味わうには。
牛乳はあらゆる料理に重宝します。私はよく魚介類や旬野菜でチャウ
ダーやポタージュを作ります。これからの時季は冷製スープもいいです
ね。お薦めは豚汁。隠し味に使うと、こくとうまみが深まります。

Q.飼育する上で
　気を付けていることは。
繊維質と栄養素をバランスよく配
合した飼料を与えています。普段か
ら一頭一頭を観察しているので、
体調の変化もすぐに分かります。
Q.それによって得られる効果は。
どの牛も年間を通してお乳がたく

さん出ていますし、乳質も高い水準で安定しています。島内の乳質改善
コンクール※では2019（令和元）年から2年連続で知事（最優秀）賞を受
賞しました。毎日頑張った成果が認められたのはうれしかったです。

近年、農業や漁業の現場で活躍する女性
が増えています。南あわじ市の酪農家、池
尻純子さんもその一人です。夫の泰治さん
と牧場を経営するとともに、産地の活性化
にも取り組んでおり、一昨年、県女性農業士
に認定されました。（取材・文 本紙編集部）

旬トピ！

6 一頭一頭しっかり見てあげれば牛は良質のお乳で応えてくれます

県女性農業士とは
農業者として優れた業績を挙げるとともに、地域の農業振興や後継者育成等に貢献している女性を、県が
認定するもの。漁業で活躍する女性を認定する「県女性漁業士」もあります。2023年4月現在、認定者は
農業と漁業を合わせ56人に上ります。

兵庫県女性農漁業士　県農業改良課　 078-362-3421 　078-341-7733

※淡路農林水産祭実行委員会が島内の牧場を対象に実施。定期的に生産乳の品質や量を検査し、年間の獲得点数に
　応じて表彰します

搾乳作業の様子。「乳房を見ただけでどの牛か分かります」

香川県の牧場直営店を見学した時の様子。

　神戸保護観察所 　078-351-4016　 078-366-2227

※全ての国民が、犯罪や非行をした人たち
　の更生について理解を深め、力を合わせ
　て安全で安心な地域社会を築くための
　全国的な運動。強調月間にはさまざまな
　イベントや啓発活動が行われる

2021年に県内で水上オートバイによる衝突事故
や危険行為が相次いだことを受け、対策会議が設
置されました。22年7月、県の関連条例を厳罰化す
るとともに、水上オートバイ操縦に関する県自主
ルールを設定。同時にマリンレジャーの健全な発
展に向け、海上保安庁や市町、日本海洋レジャー安
全・振興協会等が連携して沿岸パトロールを強化
したこともあり、22年は衝突事故ゼロを達成しま
した。水上オートバイの他にも、マリンレジャーに
は遊泳や釣り、サーフィン、SUPなどがあります。互
いにルールを守り、安全に楽しんでほしいですね。
もしも水上オートバイの危険行為等を見かけたら、
海上保安庁か最寄
りの警察署へお知
らせください。
（（一財）日本海洋
レジャー安全・振興
協会近畿事務所 
永井英範さん）

犯罪や非行をした人を再び地域に受け入れ、支え、見守る
ため、“社会を明るくする運動”※などを通して県民の皆さん
の理解促進に努めています。誰もがやり直せる環境をつく
るには、地域に住む全員がそれぞれの立場で関わることが
重要です。７月は“社会を明るくする運動”の強調月間です。
啓発イベントに参加する、保護司や協力雇用主などのボラ
ンティアに加わる等、更生支援について考えてみませんか。
（県くらし安全課）

8 水上オートバイの安全対策
着実に成果を上げています7 誰もがやり直すチャンスを得られる地域に

水上オートバイによる危険行為等に関する対策

姫路駅前で啓発活動。

保護司は社会に不可欠な存在です
保護司は、犯罪や非行をした人たちの更生を
支える存在です。月に2回程度面接し、近況報

告を受け、いろいろな話をしま
す。「保護司さん以外頼れる
人がいない」「話を聞いても
らえてよかった」という言葉

を頂くと、信頼してもら
えたことがうれしく、

同時にやりがいを感じます。最近は、高齢者や
障害者が再犯を繰り返す事例もあり、保護司
の力だけでは支援が難しいため、尼崎市では、
市内の各部局や関係機関と連携し、さまざま
な側面から障害者向けサービスや子育て支
援などを行うことで再犯を防止しています。
誰もが道を踏み外す可能性がある現代、保護
司は社会のセーフティーネットとして不可欠
の存在です。専門知識は必要ありません。更
生中の人を支えたいという気持ちだけで十分
です。その意義を理解し、私たちの仲間になっ
ていただきたいと思います。

尼崎市保護司会
会長
正岡康子さん

ひょうごの更生保護

今年もゴールデンウイークから県内各地でパト
ロールを実施しています。

サップ


